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新年度がスタート 
 

 公益財団法人雨岳文庫では理事会及び評議員会が、ＮＰ

Ｏ法人雨岳文庫を活用する会では理事会及び総会がそれぞ

れ開催され、昨年度の事業や収支などが了承され、新年度

が本格的にスタートしました。引き続き、今年度も公財及

びＮＰＯの活動に対してご理解ご協力をいただくとともに、

各事業に奮ってご参加ください。 

なお、活動の様子等は雨岳文庫のホームページに適宜ア

ップされていますので、ご覧ください。 

 

ー古民家で鯉のぼりが泳ぐ― 
山口家住宅では、古民家の風習や四季に合

わせた展示などを行っています。 

端午の節句の前には、雨岳ガイドの会によ

って、山口家住宅の土間には鯉のぼりが、奥

の書院造りの間には五月人形がそれぞれ飾ら

れました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―茶園で楽しくお茶摘み―  
５/11、明治から続く雨岳文庫の茶園でお

茶摘みをしました。 

今年は近隣の方だけではなく、雨岳文庫

関係の方や一般の方など初参加の方もいら

っしゃり、約 60 名で二釜分(約 130kg)摘む

ことができました。天気にも恵まれ、楽し

い一日となりました。 

摘んだ茶葉は、製茶された後に袋詰めし、

雨岳文庫

のお客様

へのお礼

の品など

として活

用されま

す。 

 

 

―湘南社民権講演会― 

５/26、ＮＰＯ総会に引き続いて、雨岳民

権の会主催の「第５回湘南社民権講演会」

が山口家住宅主屋で開催されました。 

朝日新聞記者として「神奈川の記憶」を

執筆された渡辺延志氏を講師にお迎えし、

「歴史を見つめる新たな視点を」と題した

お話をお聞きしました。元新聞記者として

の経験を踏まえ、作家でも学者でもない、

歴史ジャーナリストの視点から歴史を紐解

かれるご講演には多くの示唆が含まれてお

り、大変興味深い講演でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、奥の間では、平塚の金目出身で、

明治時代の半ば、民権活動により新たな思

いに目覚め、夢を追って渡米した猪俣弥八

氏の活動を展示する、第３回ミニ資料展

「渡米した金目の青年 猪俣弥八の生涯」

が同時開催

されました。 

猪俣弥八

のご親族も

来館され、

氏の渡米の

思いなども

語られまし

た。 
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ＮＰＯの総会では、ガイドの会と民権の会

からも活動の様子が報告されました。 
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ご冥福をお祈りします 
 

２月、ＮＰＯ活用する会の副理事長であ

った田中米昭さんがご逝去されました。 

田中さんは、これまで伊勢原の郷土史に

熱心に取り組まれ、「伊勢原郷土史研究

会」「伊勢原歴史解説アドバイザー」「ア

ド・おおやまみち」などに関わってこられ

ました。また昨年末には、伊勢原開村 400

年を目前に控え、「『伊勢原の開村』を探

る」（発行：夢工房）を出版されました。 

活用する会においても調査や展示発表等

にご尽力され、会の発展に大いに貢献され

ており、これからもますますのご活躍が期

待されている中での訃報でした。ご冥福を

お祈りいたします。 

 

ー文化財ウォーク― 
「ディスカバーいせはら 日本遺産「大

山詣り」の道を歩こう」と銘打って、雨岳

ガイドの会の企画による文化財ウォークが

実施されています。 

江戸時代、大山は、山頂に祀られている

石尊大権現（阿夫利神社）と、中腹にあっ

た別当寺雨降山大山寺を中心に大いに栄え

ました。その大山参詣の道である大山道の

中で最も多く利用されたのが、「青山道

（青山通大山道）」「戸田道（柏尾通大山

道）」「田村道（田村通大山道）」でした。 

５/18 は、青山道と戸田道の合流地である

下糟屋から、青山道（戸田道）と田村道の

合流地である上粕屋までを歩きました。 

また、６/15 はあいにくの天気でしたが、

当時の繁栄を伝える大山の門前町を歩き、

大山の歴史を学ぶことができました。 
 

ーようこそ雨岳文庫へ― 
４/14、東海大学工学部教授であり日本建

築史がご専門の小沢朝江氏が、「神奈川ま

ちづかい塾」の皆さんと一緒に雨岳文庫を

来訪されました。 

小沢氏は、現在ＢＳ朝日で放映されてい

る「百年名家」で解説を担当されるなどご

活躍中ですが、大学院生時代には山口家住

宅の調査をされていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ー古民家で古典芸能など― 
◆でんでん座 
４/７、秦野を拠点とする「でんでん座」

による「語り芝

居」吉原細見とが

まの油売り、三味

線を伴う「端唄」

が山口家住宅の書

院の間にて演じら

れました。 

前週の「連句

会」とともに古民

家の雰囲気に調和

したイベントでし

た。 

 

◆薩摩琵琶・ギター・一輪車 
５/18、古典芸能を守る会主催、林家たけ

平の会の協力で、薩摩琵琶の演奏やギター

の演奏、一輪車の演技を、山口家住宅の大

広間と土間を利用して披露する機会があり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

調査研究成果物 
 

◎『戦前・戦中の農業改革と山口

左右平』 ～産業組合中央会から帝国

議会議員へ その事跡と時代～ 

＊津田政行/山口匡一共著 

＊夢工房発行 

＊本体 2000 円 
 

◎「伊勢原とその周辺の歴史と文

化」に関するガイドシリーズ 
①『大山寺と阿夫利神社』 

②『大山道合流の地 太田道灌ゆかりの

地 下糟屋・上粕屋』 

③『水陸交通の要所・厚木と渡辺崋山』 

  ＊雨岳ガイドの会 発行・製本・頒布 

  ＊各 500 円 
山口家住宅の素晴らしさを、魅力的な語

りで分かりやすく説明される小沢教授。 
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お待ちしています！ 
 

雨岳文庫資料の展示・公開 
＊原則として、日曜日（年末年始、お盆を

除く）に公開・開館 

…雨岳ガイドの会などによる解説付き 

＊公開時間：10:00～15:00(最終入館時刻) 

＊見学料金：300 円  

団体(20 名以上)は 250 円 

中学生以下は無料 
 

◆ 国登録有形文化財 山口家住宅 
＜山口家住宅の歴史と見どころ＞ 

★山口家住宅は、1998(平成 10)年に国の有

形文化財に登録された、築約 180 年の古

民家 

★２本の欅の大黒柱がある土間や大広間は

農家の造り、奥の座敷は本栂の武家風書

院造り、２階は手の込んだ数寄屋造りで

ある。１階には宮様を迎えた離れがある 

★元治元年(1864 年)、土地の領主 旗本間

部氏の｢地代官所｣とすることが決まり、

500ｍ ほど離れた現在の地へ曳き屋をす

る 

★幕府の瓦解後、地代官所は一般の山口家

住宅として現在に至るが、その名残が、

式台や殿様用の部屋、障壁画などに残る 
 

◆ 自由民権資料など 

◎自由民権展示（雨岳民権の会）…湘南社

(相州最初にして最大の自由民権結社)の

社長であった山口家８代目当主 山口左七

郎が勉強した山口家住宅２階の屋根裏部

屋及び関係資料 

◎自由民権運動講学会などに使用した山口

家住宅１階の書院造りの間 

◎女性解放運動の草分け中島湘烟の書のあ

る襖、民権結社『湘南社』の後ろ盾、第

３代神奈川県令、初代衆議院議長中島信

行揮毫の扁額 

◎自由民権資料（「西洋事情」「国会開設

建白書」「湘南社規約」「湘南講学会規

則書」など） 

◎自由民権資料は、神奈川工科大学図書館

のデジタルアーカイブとして、ネット上

で、将軍側近の旗本間部氏の地代官所資

料とともに公開（一部） 
 

◆ 雨岳文庫資料館での企画展 

◎2018 年度(H30 年度)企画展示 

「大山寺と阿夫利神社 

～大山・信仰の中心地と物見遊山～」 

（雨岳ガイドの会） 

 ※2019 年９月 29 日(日)まで公開 

文化財ウォーク（雨岳ガイドの会） 
◎毎月（８月、１月を除く）実施 

＊７月は、７/20(土)「厚木宿と渡辺崋山」 

＊今後の実施予定（日時・場所・参加費な

ど）は、本紙４ページ〔これからの主な

予定及び活動〕を参照 

＊詳しくは、雨岳文庫ホームページや伊勢

原市立各公民館などに置いてある「チラ

シ」で！ 

 

湘南社民権散歩（雨岳民権の会） 
◎第４回… 10 月中･下旬、厚木市荻野方面 

◎第５回… ３月中･下旬、秦野地区 

＊詳しくは、今後、雨岳文庫ホームページ

などで広報予定 

 

能を知る楽しみ（古典芸能を守る会） 
（日 時）10/５(土) 13：30～16：00 

（場 所）山口家住宅 

（内 容）能・薩摩琵琶・お茶 

（参加料）前売り 2,000 円／当日 2,500 円 

 

林家たけ平独演会（古典芸能を守る会） 
（日 時）11/９(土) 13:00～ 

（場 所）山口家住宅 

（内 容）真打：林家たけ平の落語 

＊林家正蔵の一番弟子 

＊東海大学文学部広報学科卒 

（参加料）前売り 2,000 円／当日 2,500 円 

（申込み）電話(090－1802－7091) 

mamachikasato@ezweb.ne.jp 

 
 

新聞への連載など 
 

 

◎ 信仰と行楽の旅『大山』 
（全 19 回）（雨岳ガイドの会） 

 

＊神奈川新聞 

＊3/15 より連載中（8/10 まで） 

＊毎週土曜日に連載 

＊第１シリーズ終了後、第２シリーズ

「信仰と行楽の旅『田村通大山道』」

（全 23 回）を連載予定（連載開始日は

未定） 
 

◎ ディスカバーいせはら 日本遺

産『大山詣り』の道を歩く 

（雨岳ガイドの会） 

＊伊勢原タイムス 

＊毎月第３金曜日（3/22 より連載中） 
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お問い合わせ先 ： 雨岳文庫（山口） 

  TEL／FAX：0463‐95‐0002

〔これからの主な予定及び活動〕   2019.6.17現在 
 

期日 行  事 主催・担当 時刻等 参加費 申込み方法等 

7 20 土 
文化財ウォーク 

「厚木宿と渡辺崋山」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

9 21 土 
文化財ウォーク 

「開村 400年の伊勢原」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

10 

５ 土 能を楽しむ会 古典芸能を守る会 
13：30 

～16：00 

前売り 2,000 円 

当日 2,500 円 
メール or 電話 

19 土 
文化財ウォーク 

「海からの大山道」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

  
湘南社民権散歩 

「厚木市荻野方面」 
公財雨岳文庫 

雨岳民権の会 

 

 
 

メール or 電話 

 

11 

９ 土 林家たけ平独演会 
古典芸能を守る会 

林家たけ平の会 

13：00 

～16：00 

前売り 2,000 円 

当日 2,500 円 

メール or 電話 

厚木たけ平の会 

16 土 
文化財ウォーク 

「明治・大正の大山道」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

  収穫祭 
公財雨岳文庫 

他 
   

12 21 土 
文化財ウォーク 

「比々多神社周辺」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

２ 

15 土 
文化財ウォーク 

「日向薬師とその周辺」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

29 
3/1 

土 

日 
春いろフェスタ 

春いろフェスタ 

実行委員会 
   

３ 

21 土 
文化財ウォーク 

「上粕屋周辺」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

  
湘南社民権散歩 

「秦野地区」 
公財雨岳文庫 

雨岳民権の会 

 

 
 

メール or 電話 

 

○山口家住宅及び雨学文庫資料館は、原則として、日曜日（年末年始、お盆を除く）に開館・公開 

○｢雨岳ガイドの会｣による山口家住宅の｢総点検｣(整理・整頓・清掃)は、原則第３月曜日に実施 

○｢雨岳民権の会｣の活動は、原則金曜日に実施 

○｢古文書調査会｣は、原則毎月第２金曜日(14:00～16:00)に開催 

○｢雨岳文庫クラブ｣は、原則毎月１回、雨岳文庫庭内の整備などの活動を実施 

○｢侘楽侘楽茶会｣は、原則、毎月第３土曜日(11：00～15：00)に開催（参加費 2,000 円） 

 

※“公財雨岳文庫”は｢公益財団法人雨岳文庫｣、“NPO 活用する会”は｢特定非営利活動法人雨岳文

庫を活用する会｣、“自然の会”は｢雨岳自然の会｣を表します。 

※｢雨岳ガイドの会｣と｢雨岳民権の会｣は｢NPO活用する会｣内に組織したグループです。 

※｢雨岳自然の会｣の連絡先は、「ugakusizen@gmail.com」「田中：080‐9705‐3553」です。 

 

 


